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XMLSpy チュートリアル

このチュートリアルでは XML の概要を理解し、数々の重要な XML のタスクを体験することができます。これにより、XMLSpy の最も重要

な機能を学習します。

このチュートリアルは以下のように構成されます:

· XMLSpy インターフェイス 。アプリケーションのグラフィカルユーザーインターフェイス (GUI) を詳しく理解することができます。 

· XML スキーマの作成 。XMLSpy の直感的なスキーマビューにて  XML スキーマを作成する方法、ドラッグアンドドロップによ

り複雑なコンテンツモデルを作成する方法、そしてスキーマの設定方法を学習します。 

· スキーマビューの機能を使用 。複合型ならびに単純型、グローバルな要素参照、そして属性の列挙の作成方法を学習しま

す。

· スキーマビューを使った スキーマのナビゲーション方法 、 スキーマのナビゲーション方法 を学習します。

· XML ドキュメントの作成 。スキーマを XML  ドキュメントに割り当て、グリッドビューやテキストビューを使ってXML  ドキュメント

を編集する方法、そして XMLSpy に組み込まれているバリデーターを使用して、XML  ドキュメントを検証する方法を学習しま

す。

· XSLT スタイルシートを使用して XML ファイルを変換する 。XSLT ファイルを割り当て、XMLSpy に組み込まれたXSLT エ

ンジンを使用することで変換を行います。

· XMLSpy プロジェクトにて作業する ことにより、XML ドキュメントを簡単に整理することができます。

インストールと設定

このチュートリアルは、あなたのコンピューターに XMLSpy がインストールされており、無料評価キーコードを受け取っているか、登録されたユー

ザーであることを前提としています。XMLSpy の評価版の機能は製品版と変わりませんが、その使用は30日間に限定されています。

XMLSpy の一般ライセンスは、Altova のセキュアーウェブサーバ、または販売店からお求めになれます。

チュートリアルファイル

チュートリアル ファイルはアプリケーション フォルダにあります:

C: \Document s  and Set t i ng s\<ユーザー名>\マイ ドキュメント\Al t ova\XMLSpy2021\Exampl es\Tut or i a l

 Examples フォルダーには色々なことを試すための XML ファイルが配置されており、Tutorial フォルダーには、このチュートリアルで使用

される全てのファイルが含まれています。

アプリケーションフォルダー内の  Template  フォルダー（通常は c:\Program Files\Altova になります）には「ファイル | 新規作

成」 メニューオプションから選択できる全てのXMLテンプレートファイルが収められています。これらのファイルには必要なデータ（名前空間と

XML 宣言）が記述されており、すぐに作業を始められるようになっています。
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1 XMLSpy インターフェイス

チュートリアルのこのセクションで、 XMLSpy を開始してインターフェイスについて理解することができます。

XMLSpy の開始

XMLSpy を開始するには、デスクトップの XMLSpy アイコンをダブルクリックするか、または 「スタート | すべてのプログラム」 メニューを使

用して XMLSpy プログラムにアクセスします。XMLSpy は、ドキュメントがインターフェイス上で開かれていない状態で開始されます。

XMLSpy を開きます。

インターフェイスの概要

XMLSpy インターフェイスのデフォルトのビューは３つの垂直のエリアにより構成されています (下のフィギュア) の 3 つのウィンドウにより構成さ

れています:  (i) プロジェクトと情報ウィンドウ; (ii) メインと出力ウィンドウ; そして (iii) 入力ヘルパーウィンドウ。プロジェクトウィンドウを確認して

ください。  XMLSpy を最初に開始した時にデフォルトで開かれる、サンプルプロジェクトが表示されています。

以下は、インターフェイスのレイアウトと多種のコンポーネントの機能を理解するために役に立つ主要なポイントです。チュートリアルのこの最初

のパートのサブセクションはインターフェイスに慣れ親しむために役に立ちます。 

メインウィンドウ内のドキュメントバー:  複数のドキュメントが開かれている場合、各ドキュメントはメインウィンドウのドキュメントバーのタブに表

示されています (図を参照)。タブをクリックすることでドキュメントをアクティブ化することができます。 ドキュメントバーの右側の矢印をクリックす

ることでドキュメントタブをスクロールすることができます。(例えば、 Examples プロジェクトから) 2 つ以上のファイルを開き、タブの動作につい

て確認してください。 

ドキュメント編集ビュー:  アクティブなドキュメントは適用することのできる複数の編集ビューの 1 つにより表示することができます。例えば:

· XML (.xml) ドキュメントはテキストビュー、グリッドビュー、 Authentic ビューで表示されますが、スキーマビューなどの他のビュー

では表示することができません。

· XML スキーマ (.xsd) ドキュメント、他方、テキストビュー、グリッドビュー、スキーマビュー、ブラウザービューで表示されますが、

Authentic ビューでは表示することができません。

以下のビューを使用することができます:  テキストビュー、グリッドビュー、スキーマビュー、 Authentic View-　ビュー 、アーカイブビュー、および

ブラウザービュー。
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入力ヘルパー:  入力ヘルパーウィンドウはアクティブなドキュメント(例えば XML または XSD または CSS または W SDL) および、現在ア

クティブなドキュメントビュー(例えば、テキストビューまたはスキーマビュー) に従い変更されます。入力ヘルパーによりアクティブなドキュメントをコ

ンテキストに敏感な編集サポートにより素早くかつ正確に編集することができます。 

1.1 表示

チュートリアルのこのパートでは以下を学ぶことができます:  (i) ドキュメントの編集ビューの切り替え、および (ii) 特定のドキュメントの型のデ

フォルトの編集ビューの変更。

ドキュメントビューの切り替え

ドキュメントを開くと、そのドキュメントの型のために設定されたデフォルトのビューで開かれます。 ドキュメントを以下の方法で開きます:

1. 「ファイル | 開く」コマンドをクリックします。

2. C: \Document s  and Set t i ng s\<ユーザー名>\マイ ドキュメント\Al t ova\XMLSpy2021\Examples\Tutorial

フォルダーにあるファイル Address.xsd を参照し選択します、「開く」 をクリックするとファイルがスキーマビューで開かれます。

3. メインウィンドウの下にあるビュータブをクリックして多種のビュー (テキストビュー、グリッドビュー、など) を切り替えることができます。

XML スキーマドキュメントはテキストビュー、グリッドビュー、スキーマビューおよびブラウザービューで表示されます。

4. 「表示」 メニューのオプションからビューのオプションを選択してビューを変更することができます。「表示」 メニューコマンドを使用して

AddressFirst.xsd ドキュメントのビューを切り替えてください。

5. 「ファイル | 閉じる」 を使用してドキュメントを閉じてください。

ドキュメントの型のデフォルトのビューの変更

.xsd 拡張子を持つすべてのドキュメントは、デフォルトではスキーマビューで開かれます。全ての型のドキュメントのデフォルトで開かれるビュー

をオプションダイアログで変更することができます。ここでは、.xsd ドキュメントを使用して行います。

1. 「ツール | オプション」 コマンドをクリックし、ファイルの種類のセクションに移動します (下のスクリーンショット参照。)。

2. 「ファイルの種類」 ペインで、 .xsd にスクロールして選択します (スクリーンショットでハイライトされています)。

3. 「デフォルトのビュー」 ペインでテキストビューを選択します。
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4. 「OK」 をクリックします。

5. 「ファイル | 開く」 コマンドをクリックして、 AddressFirst.xsd ファイルを開きます。ファイルはテキストビューで開かれます。

6. スキーマビューに切り替えて、ファイルをこのビューで表示し、ファイルを 「ファイル | 閉じる」 を使用して閉じます。

7. 「ツール | オプション」を使用して、オプションダイアログに戻り、 ファイル型のセクションで .xsd ファイルのデフォルトのビューをスキー

マビューに戻します。

メモ: オプションダイアログのファイル型のセクションで (上のスクリーンショット) リストされるファイルの拡張子のデフォルトのビューを変更す

ることができます。ファイルの拡張子は 「新たな拡張子を追加」 ボタンを使用してリストに追加することができます。

1.2 ウィンドウ

デフォルトでは、複数のウィンドウがメインウィンドウの周りに表示されて (下のスクリーンショット参照) 次のウィンドウのグループに整理されてい

ます:

· プロジェクトウィンドウ

· 情報ウィンドウ

· 入力ヘルパー (現在アクティブなドキュメントの型により複数存在します)

· 出力ウィンドウ:  メッセージ、 XPath、 XSL アウトライン、ファイルの中を検索、スキーマの中を検索、
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このセクションでは、ウィンドウのグループの表示のオンとオフ、ウィンドウのスクリーン上の移動方法の説明を行います。ウィンドウの表示の管理

は、インターフェイス上のスペース管理が必要な場合役に立ちます。 

ウィンドウグループの表示のオンオフの切り替え

ウィンドウグループ (プロジェクトウィンドウ、情報ウィンドウ、入力ヘルパー、出力ウィンドウ) は、 ウィンドウ メニューのコマンドでオンとオフを切り

替えることにより、表示または非表示にすることができます。表示されたウィンドウグループはタイトルバーを右クリックしてコマンド 非表示 を選

択することで非表示にすることができます。 非表示のウィンドウは ウィンドウ メニューを使用してのみ表示することができます。 

C: \Document s  and Set t i ng s\<ユーザー名>\マイ ドキュメント\Al t ova\XMLSpy2021\Examples\Tutorial フォルダー

内の XML ファイルを開き、基本のコマンドの使用を練習し、コマンドの作動方法に慣れ親しんでください。ウィンドウグループの表示と非表示

に関しての詳細は 「XMLSpy インターフェイス」のセクションを参照してください。 

保存された状態とバックアップされた状態

デフォルトでは XMLSpy は5秒の間隔で保存されていないドキュメントをバックアップします。メインウィンドウの下の各ファイルタブはファイルの

保存/未保存の状態とバックアップの状態を表示するシンボルを使用して情報を提供します。 作業中に定期的にこれらのインジケーターが表

示されるためその意味を確認してください。これらのインジケーターの情報に関する情報に関してはファイルの自動的なバックアップを参照してく

ださい。 

スクリーン上でウィンドウを移動する

個別のウィンドウは、インターフェイス上を自由にフロートまたはインターフェイス内でドッキングさせることができます。ウィンドウはウィンドウグループ

内のタブとしてドッキングすることができます (ウィンドウグループは上で説明されています)。 例えば、下のスクリーンショットでは、3つのタブ

(グローバルウィンドウ、名前空間ウィンドウ、 ID 制約) 付きのウィンドウを持つ、コンポーネントの入力ヘルパーがスキーマビューで表示されて

います。  
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ウィンドウは、以下の方法を用いてフロートまたはドッキングすることができます:

· ウィンドウのタイトルバーをダブルクリックします。ドッキングすると、ウィンドウはフロートすることができます。フロートしていると、ウィンドウ

は最後にドッキングしていた箇所にドッキングします。

· ウィンドウのタイトルバーを右クリックして、必要なコマンド(フロート またはドッキング) を選択します。

· (タイトルバーをハンドルとして) ウィンドウをドッキングされている場所からドラッグしてフロートさせます。フロートしているウィンドウを

(タイトルバーをハンドルとして) ドラッグしてドッキングする場所にドラッグします。  2 つのセットの青い矢印が表示されます。外側の

4つの矢印のセットにより、アプリケーションウィンドウ ( GUI の上、右、下、および左端) に相対してウィンドウをドッキングすることが

できます。内側の矢印のセットは、 カーソルが現在置かれているウィンドウに相対してウィンドウをドッキングすることができます。ドラッ

グされたウィンドウを内側の矢印のセット (または、ウィンドウのタイトルバーの上) の中心の下にドロップすることで、ドラッグされたウィ

ンドウをドロップされたウィンドウ内のタブされたウィンドウとしてドッキングすることができます。 

タブされたウィンドウをフロートするには、そのタブをダブルクリックします。タブされたウィンドウをタブされたグループからドラッグするには、タブをドラッ

グします。

スキーマビュー内で、 C: \Document s  and Set t i ng s\<ユーザー名>\マイ ドキュメント

\Altova\XMLSpy2021\Examples\Tutorial フォルダーから XML スキーマファイルを移動させる練習をするには、上記の方法で

インターフェイス内でのウィンドウの移動に慣れ親しんでください。

1.3 メニューとツールバー

チュートリアルのこのセクションでは、 XMLSpy のメニューとツールバーの機能を学習します。

メニュー

2 つのメニューバーがあります:  (i) ドキュメントが開かれていない時に表示されるデフォルトメニュー、および (ii)ドキュメントが開かれると表示さ

れる XMLSpy アプリケーションメニュー全体。以下を行ってください:

1. メニューコマンド 「ファイル | 閉じる」 を使用してすべての開かれているドキュメントを閉じます。 デフォルトのメニューが表示されま

す。

2. AddressFirst.xsd ファイルを 「ファイル」 メニューの下にある最近開かれたファイルのリストからクリックして開きます。ファイル

がスキーマビューで開かれている場合、メニューは XMLSpy アプリケーションメニューに変更されます。 

メニューは主に機能により整理されており、メニュー内のコマンドは、カーソルポイントまたはアクティブドキュメントの現在のビューの選択の場合の

み実行することができます。 メニューコマンドが有効化または無効化されているかを決定する要素を理解するためには以下を行います :

1. 「スキーマデザイン」 メニューをクリックします。 「図の保存」、 「表示設定」、および 「ズーム」 コマンドが無効化されていることに

注意してください (下のスクリーンショット)。
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2. メニューの外側の空白をクリックして、メニューを消します。 要素コンポーネントの左横にある 図の表示 アイコン  をクリックしま

す。これによりスキーマビューのコンポーネントモデルビューに移動します (スキーマビューの 2 番目のビュー; 1 番目のビューはスキー

マ概要です)。スキーマデザインメニューを確認すると、 「図の保存」、 「表示設定」、および 「ズーム」 コマンドが有効化されてい

ることが確認できます。これらのコマンドはスキーマビューのコンテンツモデルビュー内のみで有効化されますが、スキーマビューのスキー

マ概要またはその他のビューでは有効化されません。  XML スキーマファイルはスキマービューのみで開かれることに注意してくださ

い。 

3. XML スキーマファイルもまた XMLファイルですから、このファイルもまたテキストビューおよびグリッドビューで XML ファイルとして表示

されます。 XML ファイルに対して適用することのできるメニューコマンドすべてはこれらのビューで有効化されます。スキーマビューとテ

キストビュー内の 「編集」 メニューのコマンドを (有効化または無効化されているかを)比較してください。

4. 次に、テキストビューとグリッドビューの 「XML | 挿入」 メニュー内のコマンドを(有効化または無効化されているかを)比較してくだ

さい。このメニュー内のコマンドはグリッドビューのみで有効化されています。 

全てのメニューコマンドの詳細に関しては、ユーザーマニュアルの「ユーザーレファレンス」 のセクションを参照してください。

ツールバー

ツールバーの表示は現在のビューにより異なります。アプリケーションのデフォルトの設定は各ビューの正しいツールバーを表示します、ツールバ

ーは各ビューによって異なります。 ですが、カスタマイズダイアログ内のツールバー(「ツール | カスタマイズ | ツールバー」、 下のスクリーン

ショット)によりカスタム化することができます。 
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ツールバーを GUI の周辺で移動させる練習をしてください。ツールバーのハンドルをクリックして、 GUI 内の希望する場所にドラッグします。

(ツールバーハンドルは各ツールバーの左横にある垂直の点線で表示されています。 下のスクリーンショット参照)。 

以下の場所にツールバーをドラッグします:  (i) ツールバーエリア内の他のライン、(ii) 他のツールバーの左側または右側l、 (iii) メインウィンドウ

の中央、 (iv) アプリケーションウィンドウの左側または右側 (この操作には、グラッブするハンドルがアプリケーションウィンドウの左側または右側

の上に置かれる必要があります)。

終了すると AddressFirst.xsd ファイルを閉じます。

1.4 テキストビューの設定

このセクションでは、再フォーマットされた ドキュメントの設定および編集中のブックマークの使用方法を学習します。ドキュメントが再フォーマット

されると、テキストビューで表示され、 XML 階層の各下のレベルが前のレベルに比較してインデントされて表示されます (下のスクリーンショッ

ト参照)。ブックマークにより、ドキュメントの位置をマークし、戻る場所を素早く検索することができます。
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整形出力

再フォーマットには 2 つのステップがあります:  (i) 整形出力の設定 (ii) 整形出力 を適用します。 

1. C: \Document s  and Set t i ng s\<ユーザー名>\マイ ドキュメント

\Altova\XMLSpy2021\Examples\Tutorial フォルダー内のファイル CompanyFirst.xml を開きます。

2. テキストビューが XML ドキュメントのデフォルトの開始ビューではない場合テキストビューに切り替えます。

3. メニューコマンド [表示 | テキストビュー設定] を選択してテキストビュー設定ダイアログを開きます (下のスクリーンショット)。
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4. タブペイン内でタブのサイズを 3 にまで減らします。タブの挿入ラジオボタンのデフォルトの選択をそのままにしておいてください。これに

より整形出力のインデントが(スペースではなく) タブになるように設定されます、各タブは、3つの空白の幅になります。終了すると

[OK] をクリックします。

5. メニューコマンド [編集 | 整形出力]をクリックします。整形出力が適用されます。ドキュメントの表示は新しいタブの値共にリセット

されます。

6. テキストビュー設定 ダイアログ ([表示 | テキストビューの設定]) を開いて、視覚補助ペイン内の行末マーカーを解除します。

7. テキストビュー内で、行末に移動して、行末マーカーを削除することにより、次のラインが上に移動します。

8. グリッドビュー に切り替えて、再度 テキストビューに切り替えます。

9. メニューコマンド[編集 | 整形出力] をクリックします。ドキュメントは、整形出力され、削除された行末マーカーが回復されます。

メモ: オプションダイアログの整形出力セクション内で (「ツール | オプション | 整形出力」 )、 インデントの使用 のチェックボックスの

チェックを解除すると、すべての行はインデント無しに再フォーマットされます。 

ブックマーク

マークする行の左側のブックマークマージンにブックマークを表示することができます。ドキュメントの行をブックマークして素早い参照やアクセスを

行うことができます。

1. テキストビューの設定 (「表示 | テキストビューの設定」上のスクリーンショット) で、ブックマージンのオプションがマージンペインで

選択されていることを確認します。完了すると 「OK」 をクリックします。

2. ファイル CompanyFirst.xml のテキストビューで、ブックマークするラインにカーソルをポイントし、 メニューコマンド 「編集 | ブッ

クマークの挿入/削除」 を選択します。ラインはブックマークされ、ブックマークマージン内に青いブックマークで表示されます(下のスク

リーンショット参照)。

3. ステップ 2 と同様に、他のラインのブックマークを作成します。

4. 「F2」 (またはコマンド 「編集 | 次のブックマークへ移動」)　を押して、ドキュメント内の次のブックマークへ移動します。

「Sh ift+F2」 (またはコマンド 「編集 | 次のブックマークへ移動」) を押して、ドキュメント内の前のブックマークに移動します。こ

の2つのコマンドを制限なく繰り返すことができます。

5. ブックマークされたラインにカーソルをポイントして、メニューコマンド 「編集 | ブックマークの挿入/削除」 を選択します。ブックマーク

は削除されます。

6. 保存してファイルを閉じます。ブックマークの情報はファイルに保存されません。ファイルを再度開き確認してください。
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2 XML スキーマ：基本

XML スキーマには XML ドキュメントの構造が記述されます。XML ドキュメントがスキーマ内で指定された要件に合致するかを検証するた

めに XML スキーマは使用されます。合致する場合、その XML ドキュメントは妥当であると言われ、そうでない場合は不正であると言われ

ます。XML スキーマを使って XML ドキュメントで許される構造とコンテンツをデザインすることができ、XML ドキュメントが妥当かどうか検証す

ることができます。

 

XML スキーマドキュメントの構造と構文は複雑で、それ自体が XML ドキュメントになっています。XML スキーマそのものも XML 仕様に

従った妥当なものでなければなりません。XMLSpy では、スキーマビューで使えるドラッグアンドドロップにより、妥当な XML スキーマを簡単

に作成することができます。作成された XML スキーマドキュメントはテキストビューやグリッドビューでも編集可能ですが、スキーマビューを使っ

たほうが作成や編集をより簡単に行うことができます。

目的

このセクションでは、スキーマビューを使っての XML スキーマの編集方法を学習します。特に、以下のことがらについて学習します：

· スキーマファイルを新たに作成する

· スキーマの名前空間を定義する

· 基本的なコンテンツモデルを定義する

· コンテキストメニューとドラッグアンドドロップを使ってコンテンツモデルに要素を追加する

· コンテンツモデルビューを設定する

基本的なスキーマが完成したら、%XMLSPY%> による XML スキーマのさらに高度な機能について次のセクション で学習します。その

次には %XMLSPY%> のスキーマナビゲーションとドキュメンテーション に関するセクションが続きます。

このセクションで使用されるコマンド

このセクションではスキーマビューだけを使用します。以下のコマンドが使われます：

ダイアグラム表示（またはコンテンツモデルビュー表示）。このアイコンはスキーマ概要にある全てのグローバルコンポ

ーネントの左側に配置されています。このアイコンをクリックすることで、対応するグローバルコンポーネントのコンテン

ツモデルを表示します。

2.1 新しい XML スキーマファイルの作成

新しい XML スキーマファイルの作成:

 

1. メニューオプションから 「ファイル | 新規作成」 を選択します。「新規ドキュメント作成」 ダイアログが開きます。

30

42
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2. ダイアログから、  XSD (XML Schema v1.0) エントリ (ウィンドウ内のドキュメントの詳細とリストはスクリーンショットと異なる場

合があります。) を選択し、「OK」 で確定します。空のスキーマファイルがウィンドウのスキーマビューに表示されます。

3. スキーマ設計ツールバーから 「XSD 1.0」 モードボタン (下のスクリーンショット参照) をクリックして、スキーマビューが XSD 1.0

編集モードになるように設定します。ます。

4. ルート要素を入力するよう求められます。

5. ハイライトされたフィールドをクリックして、Company と入力します。「Enter」 キーを押下することで確定します。Company がこのス

キーマのルート要素になり、グローバル要素として作成されます。メインウィンドウで表示されるビュー（下のスクリーンショット）はスキー

マ概要と呼ばれます。メインウィンドウの上部に全てのグローバルコンポーネントのリストを表示することでスキーマの概要を提供し、

下部には選択されたグローバルコンポーネントの属性と同一性制約が表示されます。（個々のグローバルコンポーネントのコンテンツ

モデルの表示と編集は、グローバルコンポーネントの左にあるダイアグラム表示アイコンから行うことができます。）

6. 要素の注釈フィールド（ann）にて、Company 要素の説明を入力します。ここでは Root element と記述します。
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7. メニューオプション「ファイル | 保存」 をクリックして、好きな名前（例えば AddressFirst.xsd）でXMLスキーマを保存しま

す。

ファイルタブ内の色付けされたサークルのシンボルはファイルのバックアップの状態を示しています。これらのインジケーターの詳細に関しては ファ

イルの自動的なバックアップ を参照してください。

2.2 名前空間の定義

XML 名前空間は XML スキーマと XML ドキュメントにとって重要な課題です。 XML スキーマドキュメントは XML スキーマ名前空間を

参照する必要があり、 XML ドキュメントインスタンスのためにターゲット名前空間を定義することができます。スキーマデザイナーとしては、(基

本的には、どのプレフィックスを使用して)これらの名前空間をどのように定義するか決定する必要があります。 

作成中の XML スキーマ内で、 XML ドキュメントインスタンスのためにターゲット名前空間を定義します。( XML スキーマドキュメントを新規

作成すると、 XML スキーマ名前空間に対する必要なレファレンスは自動的に XMLSpy により作成されます。) 

ターゲット名前空間の作成方法:

1. 「スキーマ設計 | スキーマ設定」 をメニューオプションから選択します。これによりスキーマ設定ダイアログ (下のスクリーンショット)

が開かれます。
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2. ターゲットの名前空間のラジオボタンをクリックして、 http://my-company.com/namespace を入力します。 XMLSpy

では、ターゲットの名前空間として入力された名前空間が XML スキーマドキュメントのデフォルトの名前空間として作成され、ダイ

アログの下のペインの名前空間のリストに表示されます。

3. 「OK」 ボタンを押して、確認します。

注意点:

· XML スキーマの名前空間は、 XMLSpy により自動的に作成され、 xs: のプレフィックスが与えられます。

· XML ドキュメントインスタンスが作成されると、ドキュメントが妥当であるために、スキーマ内で定義されたターゲット名前空間が必

要になります。

2.3 コンテンツモデルの定義

スキーマ概要には、既に作成された Company という名前のグローバル要素が表示されます。この要素は１つの Address 要素と、出現数

に制限の無い Person 要素（コンテンツモデル）を持つことになります。グローバルコンポーネントの中の要素、複合型、そして要素グループは

コンテンツモデルを持つことができます。
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XMLSpy において、グローバルコンポーネントのコンテンツモデルは、スキーマビューのコンテンツモデルビュー内に表示されます。グローバルコン

ポーネントのコンテンツモデルを編集するには、グローバルコンポーネントの左にあるダイアグラム表示アイコン   をクリックします。

このセクションでは、Company 要素のコンテンツモデルを作成します。

基本的なコンテンツモデルの作成

Company 要素のコンテンツモデルを作成するには：

1. スキーマ概要にて、要素のダイアグラム表示アイコン    をクリックします。今のところは空の Company 要素のコンテンツモデルが

表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。その他に、コンポーネント入力ヘルパーにある Company エントリをダブルクリックし

てコンテンツモデルを表示させる方法もあります。

2. コンテンツモデルはコンポジッターとコンポーネントにより構成されます。コンポジッターは２つのコンポーネントの関係を指定します。

Company コンテンツモデルでは、子要素を加えるために子コンポジッターを追加する必要があります。コンポジッターを追加するに

は、Company 要素を右クリックし、コンテキストメニューから「子を追加 | シーケンス」を選択します。（「シーケンス」、「選択」、そし

て「全て」は、コンテンツモデルで使用される３つのコンポジッターです）
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この操作によりシーケンスが指定され、そこから表示されるコンポーネントを定義するシーケンスコンポジッターが挿入されます。

3. シーケンスコンポジッターを右クリックして、「子を追加 | 要素」 を選択します。名前の無い要素コンポーネントが追加されます。

4. 要素の名前に Address と入力して 「Enter」 で確定します。
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5. シーケンスコンポジッターを再度右クリックして、「子を追加 | 要素」 を選択します。新たに作成された要素コンポジットの名前を

Person にします。

これで１つの会社あたり、１つの住所と1人の人物の記述を許可するスキーマを定義しました。これからさらに Person 要素の数を

増やす必要があります。

6. Person 要素を右クリックし、コンテキストメニューから無制限を選択します。ダイアグラムの Person 要素に許された出現回数と

して１から無限が表示されます。 

その他に、詳細入力ヘルパー内から minOcc と maxOcc フィールドを編集して、許可された出現回数を指定することができま

す。この場合なら、それぞれ１と unbounded になります。

コンテンツモデル構造に新たな階層を追加

これまでで作成した基本的なコンテンツモデルは、１つのレベル（Address と Person 要素という company 要素の子レベル）しか持ちま

せんでした。ここでは Address 要素の内容を定義します。Address 要素以下に Name、 Street、 と City 要素を配置します。こ

れは第２のレベルです。再度子コンポジッターを Address 要素に加え、要素コンポーネントを加えることになります。

やり方：

1. Address 要素を右クリックしコンテキストメニューを開き、「子を追加 | シーケンス」を選択します。これでシーケンスコンポジッターが

追加されます。
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2. シーケンスコンポジッターを右クリックし、「子を追加 | 要素」を選択します。新たに作成された要素コンポーネントの名前を Name

に変更します。

複合型、単純型、スキーマデータ型

ここまで、要素の型を明示的に定義はしませんでした。テキストタブをクリックして、スキーマをテキストビューに表示させてください（下記参照）。

シーケンスコンポジッターが挿入された場所には xs:complexType  内に xs:sequence 要素が挿入されていることが分かると思いま

す。簡単に説明すると、Company そして Address 要素は子要素を持っているため複合型になります。複合型要素は属性または要素を

持ちます。

 <xs:element name="Company">

   <xs:annotation>

     <x s : ドキュメント>Root element</x s : ドキュメント>

   </xs:annotation>

   <xs:complexType>

     <xs:sequence>

       <xs:element name="Address">

         <xs:complexType>

           <xs:sequence>

             <xs:element name="Name"/>

           </xs:sequence>

         </xs:complexType>

       </xs:element>

       <xs:element name="Person"/>

     </xs:sequence>

   </xs:complexType>

 </xs:element>

一方で、単純型要素は属性を持たずテキストだけを含みます。テキストとは、文字列や日付、数値などです。Address の子である Name

にはテキストしか入って欲しくありません。つまり文字列だけに制限された単純型ということになります。XML スキーマデータ型を xs:string

にすることで、このような設定を行うことができます。

Name 要素のデータ型を定義するには：

 

1. スキーマタブをクリックし、スキーマビューに戻ります。

2. Name 要素をクリックして選択します。

3. type 詳細入力ヘルパーにて、Name コンボボックスのドロップダウンメニューから xs:string を選択します。
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minOcc と maxOcc は１の値を持っていて、この要素は１度しか現れないことに注意してください。

Name 要素のテキスト表記は以下のようになります：

<xs:element name="Name" type="xs:string"/>

注意:  単純型要素は幾つかあるXMLスキーマデータ型のどれでも取ることができます。全ての場合において、要素ボックスにはテキストコンテ

ンツであることを示すアイコンが表示されます。

2.4 ドラッグアンドドロップによる要素の追加

ここまでは、要素やコンポジッターを右クリックし、コンテキストメニューを使って要素を追加してきました。ドラッグアンドドロップを使うとコンテキスト

メニューよりも素早く要素を追加することができます。このセクションでは、ドラッグアンドドロップを使って Address  要素にさらに子要素を追

加して定義を完成させます。

ドラッグアンドドロップを使って Address  要素の定義を完成させるには：

 

1. Address  要素の Name 要素をクリックして、 「Ctrl」 キーを押下したまま要素ボックスをマウスでドラッグします。要素ボックスに

表示される小さな「＋」アイコンはコピーが行われようとしていることを示しています。要素のコピーが接続線と一緒に表示され、要素

がどこに作成されるのかを示しています。

2. マウスボタンを離して、Address  シーケンスに新しい要素を作成します。新しい要素が間違った場所に作成された場合、Name

要素以下にドラッグしてください。
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3. 要素ボックスをダブルクリックして、要素の名前を Street に変更します。

4. 同様に、City  という名前でもう１つの要素を作成します。コンテンツモデルは以下のようになります。

 要素は Name、Street、そして City 要素からなるシーケンスを持つことになります。

2.5 コンテンツモデルビューの構成

そろそろコンテンツモデルビューの設定を行っても良いでしょう。要素の型が要素ボックス内に表示されるようにビューを構成します。以下の手順

を行ってください:

1. (コンテンツモデルビューアイコンをクリックして )コンポーネントのコンテンツモデルビューを選択します。

2. コンテンツモデルビュー内の場合メニューコマンド スキーマ設計 | ビューの構成 が有効化されています。スキーマ表示構成ダイアロ

グを選択します (下のスクリーンショット)。
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3. 要素 タブ (上のスクリーンショット参照)で 付加  アイコンをクリックして 型 (スクリーンショット) 要素ボックスにこのプロパティ

記述子を追加します。

4. 単一ラインの設定 ペイン内で、値がない場合非表示を選択します。(例えば、要素が複合型の場合)要素がデータ型を持たな

い場合これは要素ボックス内のデータ型の説明を非表示にします下のスクリーンショットで、型 xs:string の複合型ではなく単純

型である Name、Street、および City 要素のために説明行が表示されることに注意してください。これは値の無い行を隠すトグ

ルが選択されているためです。
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5. 単一ライン設定 ペインで「常に行を表示」ラジオボタンを選択します。

6. 変更を確認するために「OK」 をクリックします。

データ型の記述子が常に（値を持たない複合型の要素ボックスでも）表示されていることに注目してください。

以下の点に注意してください:

· プロパティの表示レコードは編集することができ、そこで入力された値が要素定義の一部になります。

· スキーマ表示設定ダイアログで行った設定はスキーマドキュメンテーション出力や印刷時の出力にも適用されます。

2.6 基本的なスキーマの完成

Address 要素のコンテンツが定義されています。以下の simpleType 子要素を含む必要のある Person 要素のコンテンツを定義する

必要があります:  First、 Last、 Title、 PhoneExt、および Email。これらの要素は Title 以外は必須で指定された順序で発

生する必要があります。型 xs:integer であり、2桁の数値に制限されている PhoneExt 以外の型 xs:string である必要がありま

す。

Personのコンテンツモデルを作成するには以下を行います：

1. Person 要素を右クリックし、コンテキストメニューを表示し「子を追加 | シーケンス」 を選択します。これによりシーケンスコンポ

ジッターが挿入されます。

2. シーケンス要素を右クリックして 「子の追加 | 要素」を選択します。
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3. First を要素名として入力し、「タブ」 キーを押します。。これでカーソルが type フィールドに移動します

4. xs:string エントリをドロップダウンリストから選択するか、Type フィールドに入力します。

5. ドラッグアンドドロップにより、その他４つの要素を作成します。それぞれ Last、Title、PhoneExt、および Email と名前を付

けます。

メモ:  「Ctrl」 キーを押しながら必要な要素をクリックすることで複数の要素を選択することができます。この方法で、例えば複数の要素

を一度にコピーすることができます。
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要素を省略可能にする

Title要素を右クリックしコンテキストメニューから省略可能 を選択します。要素ボックスの枠組みが実線から点線に変更されます。これは

要素が省略可能であることを示しています。 

詳細入力ヘルパーにて、minOcc=0 と maxOcc=1 と表示され、要素が省略可能であることを示します。コンテキストメニューを使う方法以

外にも、 minOcc=0  をセットして要素を省略可能にすることができます。

要素の内容を制限する

PhoneExt 要素が xs:integer 型で、最高２桁の数値だけを持てるようにするには以下を行います：

1. PhoneExt 要素の型フィールドをダブルクリックして、ドロップダウンリストから xs:integer を選択（または入力）します(下のス

クリーンショット参照)。
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2. この時点でファセット入力ヘルパーのアイテムが変化します。ファセット入力ヘルパーにて、maxIncl フィールドをダブルクリックして、

99 を入力します。「Enter」 で確定します。この定義により、0 から 99までの内線番号（Phone Extension）の値を持つこと

ができます。

3. メニューオプション 「ファイル | 保存」 を選択し、スキーマに対する変更を保存します。

以下の点に注意してください

· 単純型のXMLスキーマデータ型（例えば xs:string または xs:date）を選択することで、詳細入力ヘルパーのコンテンツモデ

ルが自動的に単純型 (content = simple) に変更されます。

· 要素にコンポジッター（シーケンス、選択、またはすべて）を追加することで、詳細入力ヘルパーのコンテンツモデルが自動的に変更さ

れます (content = complex)。

· 上記で説明されたスキーマは XMLSpy アプリケーションフォルダーの Tutorial フォルダーにある AddressFirst.xsd という名

前のファイル名で入手可能です。
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3 XML スキーマ: 高度な機能

今までの作業で基本的なスキーマが作成されました。これからスキーマの開発における高度な機能に進んでいきます。

目的

このセクションでは、以下のことを学習します：

· スキーマの要素としても使用できる複合型ならびに単純型 の扱い方

· グローバル要素  を作成し、他の要素からの参照を行う

· 属性 とその列挙値を含むプロパティーを作成する

このセクションでは、直前のパートで作成した AddressFirst.xsd スキーマからスタートします。

このセクションで使用されるコマンド

このセクションではスキーマビューだけを使用します。以下のコマンドが使われます：

ダイアグラム表示（またはコンテンツモデルビュー表示）。このアイコンはスキーマ概要にある全てのグローバルコンポ

ーネントの左側に配置されています。このアイコンをクリックすることで、対応するグローバルコンポーネントのコンテン

ツモデルを表示します。

全てのグローバルを表示。このアイコンはコンテンツモデルビューの左上に配置されています。このアイコンをクリックす

ることで、全てのグローバルコンポーネントを表示するスキーマ概要に移動します。

追加アイコンはスキーマ概要の左上に配置されています。このアイコンをクリックすることでグローバルコンポーネント

の追加を行います。

3 .1 複合型と単純型を扱う

要素のコンテンツモデルの定義を行ったので、それをスキーマのどこか別の場所で再利用することにします。これは、例えば、米国と英国内のア

ドレスのためにコンテンツモデルを定義する場合に発生する場合があります。2つのアドレスのフォーマットの一部のコンポーネント、例えば、スト

リートと都市のコンポーネント、は共通です。 しかしながら他のコンポーネントは異なります。 この理由のために適切な戦略は各アドレスのコン

ポーネントモデル (US と UK) 内の共通のコンポーネントを再利用し、それぞれに (US 内の ZIP や UK 内の郵便番号などの ) 固有のコ

ンポーネントと共に各コンテンツモデルを完了することです。これを行うには、グローバル複合型として (または、各共通のコンポーネントをグロー

バル要素として) 共通のコンポーネントを作成し、グローバル複合型 (またはグローバル要素) を各アドレス型のコンテンツモデル内で再利用し

ます。

このセクションでは、グローバル複合型と作業します。複合型は単純に他の要素および/または属性を含む要素の型定義です。最初にグロー

バルレベルで複合型を作成し、コンテンツモデルにインポートし、拡張します。このチュートリアルで後にグローバル要素について学ぶことができま

す。 

グローバル複合型の作成

既に定義した（Name、Street、  City 要素を含む）基本的な Address 要素は住所の書式として色々な場所で利用できます。そこ

で、これら要素の再利用をすることができる複合型を定義することにします。

グローバル複合型を作成するには、以下を行います：

30

37

39
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1. コンテンツモデルビューにて Address 要素を右クリックする。

2. 現れたコンテキストメニューで「グローバル化 | 複合型」を選択します。AddressType という名前のグローバル複合型が作成さ

れ、Company コンテンツモデルの Address 要素がこの型に割り当てられます。Address 要素の内容は、黄色のボックスで表

示されている AddressType のコンテンツモデルになります。Address 要素のデータ型が AddressType になっていることに

注目してください。

3. 全てのグローバルを表示アイコン  をクリックします。メインウィンドウの表示が、スキーマ内の全てのグローバルコンポーネントを表

示するスキーマ概要に移動します。

4. 対応するスキーマの構成が表示されるように展開 アイコンをコンポーネント入力ヘルパー内の element と complexType エン

トリのためにクリックします。スキーマ概要は２つのグローバルコンポーネント（ Company  要素と複合型の AddressType）を表

示しています。コンポーネント入力ヘルパーにも AddressType 複合型は表示されます。

5. AddressType のコンテンツモデルビュー表示アイコン  をクリックして、（下のスクリーンショットにあるような）コンテンツモデルを

表示します。複合型コンテナーの形に注目してください。
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6. 全てのグローバルを表示アイコン  をクリックして、スキーマ概要に戻ります。

複合型の定義の拡張

それでは、２つの国に特化した住所を表す為に、グローバル AddressType コンポーネントを使用したいと思います。このために、

AddressType をベースにした新たな複合型を作成し、その定義を拡張します。

以下を行います:  

1. スキーマ概要に移動します（コンテンツモデルビューにいる場合、全てのグローバルを表示アイコン  をクリックします）。

2. コンポーネントウィンドウの左上にある追加アイコン  をクリックします。以下のメニューが開きます:

3. メニューから複合型を選択します。コンポーネントリストに新しいレコードが現れ、コンポーネントの名前を入力するようにカーソルが

セットされます。

4. US-Address  と入力し、「Enter」で確定します。（ハイフン（-）を入力する代わりに空白（スペース）を入力した場合、要素名

が赤くなり、不正な文字であることが示されます）

5. US-Address のコンテンツモデルビューアイコン  をクリックし、新しい複合型のコンテンツモデルを表示します。コンテンツモデル

は（以下のスクリーンショットにあるように）空です。

6. 詳細入力ヘルパーにて、base コンボボックスをクリックし、 AddressType  エントリを選択します。
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コンテンツモデルビューには US-Address のコンテンツモデルとして AddressType が表示されます。 (下のスクリーンショット)。

7. これで US-Address 複合型のコンテンツモデルを、郵便番号（ZIP Code）を持つように拡張することができます。US-Address

コンポーネントを右クリックして、現れたコンテキストメニューから「子を追加 | シーケンス」を選択します。シーケンスコンポジッターが

AddressType ボックスの外に表示されます（下のスクリーンショットを参照）。これは要素に対する拡張であることを表わしていま

す。
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8. 新しいシーケンスコンポジッターを右クリックして、「子を追加 | 要素」を選択します。

9. 新たに作成された要素に Zip という名前を付け、「タブ」 キーを押下し、カーソルを type フィールドに移動させます。

10. ドロップダウンメニューから xs:positiveInteger を選択し、「Enter」 キーにより確定します。

これで、複合型 AddressType をもとにした郵便番号（ZIP Code）の拡張を持つ複合型 US-Address が作成されました。

グローバル単純型

複合型の US-Address が複合型の AddressType をベースにしたように、単純型をベースにすることもできます。その利点はグローバル

複合型の場合と同じで、単純型が再利用されることにあります。単純型を再利用するためには、その単純型をグローバルに定義しなければ

なりません。このチュートリアルではアメリカの州のコンテンツモデルを単純型として定義することにします。この単純型は他の要素のベースとして

使用されることになります。
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グローバル 単純型の作成

グローバル 単純型の作成は、グローバルコンポーネントのリストに新しい単純型を追加し、名前を与え、データ型を定義することから構成され

ています。 

グローバル 単純型を作成するには以下をおこないます:

1. スキーマ概要に切り替えます。(コンテンツモデルビュー内で作業している場合は、 すべてのグローバルアイコンの表示 　をクリッ

クします。) 

2. アイコンの追加をクリックします。表示される コンテキストメニューから SimpleType を選択します。 

3. 新しく作成された simpleType の名前として US-State を入力します。

4. 「Enter」 を押して確認します。 単純型 US-State が作成され、コンポーネント 入力ヘルパー内の単純型のリストに表示され

ます。 (simpleType エントリのアイコンの展開をクリックして確認してください)。

5. 詳細入力ヘルパー (下のスクリーンショット)内では、 restr  の値フィールドにカーソルをポイントして、 xs:string を入力、ま

たは restr 値フィールドのドロップダウンメニューから xs:string を選択します。 

xs:string のデータ型である、US-State という名前の単純型が作成されます。このグローバル コンポーネントは、 US-

Address のコンテンツモデル内で使用することができます。

 コンテンツモデル内でグローバル 単純型を使用する

グローバル 単純型 は、コンテンツモデル内で、コンポーネントの型を定義するために使用することができます。 State という名前の要素を定

義するためにの US-Address コンテンツモデル内の US-State を使用します。
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次を行います:

 

1. スキーマ概要内の US-Address のコンポーネント モデルビューアイコン  をクリックします。

2. 下のシーケンスコンポジターを右クリックして、 「子の追加 | 要素 」を選択します。

3. 要素名のために、 State を入力します。

4. 「タブ」 キーを押して、カーソルを型詳細ラインの値フィールドにポイントします。 

5. コンボボックスのドロップダウンメニューから、 US-State を選択します。

State 要素は、 US-State 単純型をベースにします。

第 2 の複合型を AddressType をベースにして作成する

UK の住所が入力できるように、グローバル 複合型を作成します。  複合型は、 AddressType をベースにして、 UK アドレスのフォーマッ

トに一致するように拡張されています。 

次を行います:

 

1. スキーマ概要内に AddressType (base=AddressType) をベースにする、UK-Address という名前のグローバル 複合

型を作成します。

2. UK-Address の コンテンツモデルビュー 内に、 Postcode 要素を作成し、 xs:string の型を与えます。UK-Address

コンテンツモデルは以下のようになります :
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メモ:  このセクションでは、 コンテンツモデル定義で使用されるグローバル 単純型 および 複合型を作成しました。 グローバル型の利点

は、複数の定義で再利用できることです。 

3 .2 グローバル要素の参照

このセクションでは、既に定義した Person 要素をグローバル要素に変換し、その要素を Company 要素から参照します。

1. 全てのグローバルを表示アイコン  をクリックして、スキーマ概要に移動します。

2. Company 要素のダイアグラム表示アイコン  をクリックします。

3. Person  要素を右クリックし、「グローバル化 | 要素」 を選択します。要素に小さな矢印アイコンが表示され、この要素がグロー

バルに宣言された  Person  要素を参照していることを表します。詳細入力ヘルパーには  isRef  チェックボックスにチェックが入

ります。
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4. 全てのグローバルを表示アイコン    をクリックしてスキーマ概要に戻ります。 Person  要素がグローバル要素として表示されま

す。コンポーネント入力ヘルパーにも  Person  が表示されます。

5. コンポーネント入力ヘルパーにて、 Person  要素をダブルクリックし、グローバル要素  Person  のコンテンツモデルを開きます。
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グローバル要素ボックスには矢印が無いことに注目してください。これはその要素が参照されているものであり、参照を行っている要

素では無いからです。参照を行っている要素のボックスに矢印は表示されます。

以下の点に注意してください:

· グローバル要素を参照する要素は、参照するグローバル要素と同じ名前でなければなりません。

· グローバル定義は XML ドキュメントのどこでコンポーネントが使用されるかの記述は行わず、コンテンツモデルの記述だけを行いま

す。グローバル定義が他のコンポーネントから参照された時に、XML ドキュメント内での場所が指定されます。

· グローバルに記述された要素は異なる場所で再利用することが可能です。グローバル複合型の場合とは違い、グローバル要素そ

のものを変更することなくコンテンツモデルの変更を行うことはできません。グローバル要素を参照する要素のコンテンツモデルを変更

した場合、グローバル要素のコンテンツモデルも同様に変更され、そのグローバル要素を参照しているその他の要素のコンテンツモデ

ルも変更されます。

3 .3 属性と列挙型

このセクションでは、属性と列挙型の属性の作成方法について学習します

要素属性の定義

 

1. スキーマ概要にて、 Person  要素をクリックしてアクティブにします。

2. 属性 / 同一性制約タブグループ（スキーマ概要ウィンドウ下部）の左上にある追加アイコン  をクリックし属性エントリを選択し

ます。



40 XMLSpy チュートリアル XML スキーマ: 高度な機能

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova XMLSpy 2021 Enterprise Edition

3. Name フィールドに Manager という属性の名前を入力します。

4. Type コンボボックスで xs:boolean を選択します。

5. コンボボックスで required を選択します。

6. 同様の方法で Programmer という名前の、Type=xs:boolean で、Use=optional の属性を作成します。

属性の列挙型の定義

列挙型とはある属性で許される値の集合のことです。XML インスタンスドキュメント内の属性の値が XML スキーマで指定された列挙型の

中にない場合、ドキュメントは不正となります。ここでは Person 要素の Degree 属性に対して列挙型を作成します。

次を行います:

1. スキーマ概要にて、 Person  要素をクリックしてアクティブにします。

2. 属性ウィンドウの左上にある追加アイコン  をクリックして、「属性」 エントリを選択します。
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3. 属性の名前に  Degree  と入力し、Type に xs:string を選択します。

4. Degree 属性を選択した状態で、 入力ヘルパー内の 「列挙」 タブをクリックします（スクリーンショットを参照）。

5. 「列挙」 タブにて追加アイコン  をクリックします。

6. BA と入力して 「Enter」 で確定します。

7. 同様に MA  と  PhD という列挙を追加します。

8. Person のコンテンツモデルビューアイコン  をクリックします。

 

先程定義した属性がコンテンツモデルビューに表示されます。展開アイコンでその要素で定義された全ての属性が表示されます。こ

の表示モードはメニューオプションの 「スキーマ設計 | 表示設定」 の「図に表示」ペインにある「属性」チェックボックスのチェックを入

れることで有効になります。

9. 全てのグローバルを表示アイコン  をクリックして、スキーマ概要に戻ります。

完成したスキーマの保存

XMLSpy による スキーマファイルを保存する前に、既にある AddressLast.xsd ファイルの名前を変更し（例えば

AddressLast_original.xsd）、上書きしないようにします。完成したスキーマファイルを好きな名前で保存します（「ファイル | 名前

を付けて保存」）。チュートリアルの次のパートで使用されるスキーマファイルの名前は AddressLast.xsd  であるため、ここでも

AddressLast.xsd  と名前をつけることが奨励されます。これはチュートリアルの次の部分で作成される XML ファイルは

AddressLast.xsd スキーマをベースにするためです。
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4 XML スキーマ：XMLSpy の機能

XMLスキーマを完成させた後は、ナビゲーションショートカット  と XMLSpy から生成することができるスキーマドキュメンテーションの 学

習をしましょう。これらの機能についてはこのセクションのサブセクションで説明されています。

このセクションで使用されるコマンド

このセクションではスキーマビューだけを使用します。以下のコマンドが使われます：

ダイアグラム表示（またはコンテンツモデルビュー表示）。このアイコンはスキーマ概要にある全てのグローバルコンポーネ

ントの左側に配置されています。このアイコンをクリックすることで対応するグローバルコンポーネントのコンテンツモデル

を表示します。

4 .1 スキーマナビゲーション

このセクションでは効果的にスキーマビューをナビゲートする方法を学習します。

グローバルコンポーネントのコンテンツモデルを表示する

コンテンツモデルを持つことのできるグローバルコンポーネントは複合型、要素、そして要素グループです。これらのコンポーネントのコンテンツモデ

ルビューは以下のようにして開くことができます。

· スキーマ概要にて、コンポーネント名の左にあるダイアグラム表示アイコン  をクリックします。

· スキーマ概要かコンテンツモデルビューにてコンポーネント入力ヘルパーの複合型、要素、または要素グループをダブルクリックします

（以下のスクリーンショットを参照）。そのコンポーネントのコンテンツモデルが表示されます。

コンポーネント入力ヘルパーにあるその他のグローバルコンポーネント（単純型、属性、属性グループ）をダブルクリックすると、そのコン

ポーネントはスキーマ概要でハイライトされます（そのようなコンポーネントはコンテンツモデルを持たないため）。

コンポーネント入力ヘルパーにある、グローバルや名前空間タブでもダブルクリックによるメカニズムが使用できます。

参照している要素からグローバル要素に移動する

グローバル要素を参照する要素がコンテンツモデルに含まれている場合、「Ctrl」 キーを押しながら必要な要素をダブルクリックすることで、そ

のグローバル要素またはその要素のコンポーネントに移動することができます。
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Last 要素がハイライトされたとき、関連する情報が入力ヘルパーならびに情報ウィンドウに表示されます。

複合型の定義に移動する

複合型はコンテンツモデル内の要素の型としてよく使用されます。コンテンツモデル内から直接複合型の定義に移動したい場合は、黄色の

ボックスにある複合型の名前をダブルクリックします（以下のスクリーンショットのマウスポインターに注目）。.

この操作で複合型のコンテンツモデルビューに移動することができます。
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メモ: 参照されているグローバル要素の場合、参照を行っているコンテンツモデル内の要素を 「Ctrl」 キーを押下しながらダブルクリックす

ることで、対応する複合型定義内の要素に移動することができます。

4 .2 スキーマドキュメンテーション

XMLSpy を使って XML スキーマの詳細な文章を HTML や Microsoft W ord （MS W ord）の形式で生成することができます。ドキュ

メントに収めたいコンポーネントと希望する詳細度を選択します。関連するコンポーネントは HTML や MS W ord ドキュメントなどでハイラ

イトされます。MS W ord ドキュメントを生成するためには、お使いのコンピューター（またはネットワーク）に MS W ord がインストールされて

いる必要があります。

このセクションでは、 AddressLast.xsd XML スキーマのドキュメンテーションを生成します。

以下を行います:

 

1. メニューオプションの 「スキーマ設計 | ドキュメンテーションの生成」 を選択し、スキーマドキュメントダイアログを表示します。

2. 出力書式に HTML を選択し、「OK」 をクリックします。

3. 「名前を付けて保存」ダイアログにて、ファイルが保存される場所を選択し、ファイルの名前を入力（例えば

AddressLast.html）します。「保存」ボタンを押してファイルを保存します。
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XMLSpy のブラウザービューに HTML ドキュメントが表示されます。表示されているリンクをクリックして、対応するコンポーネントに

移動します。
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上の図は HTML フォームの最初のページを示しています。他のスキーマのコンポーネントが含まれている場合、それらのスキーマも

ドキュメントの中に加えられることになります。

上の図は複合型がどのように表示されるか示しています。
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上の図は要素や単純型がどのように表示されるか示しています。

MS W ord 出力オプションも試してみてください。W ord ドキュメントが MS W ord で開かれます。MS W ord ドキュメントでハイパーリンク

機能を使いたい場合、「Ctrl」 キーを押下しながらリンクをクリックしてください。
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5 XML ドキュメント

このセクションでは XMLSpy を使用して XML ドキュメントを作成し、作業を行う方法を学習します。併せて XMLSpy のインテリジェント

編集機能を使用する方法も学習します。

目的

このセクションでは以下のことを学習します：

· AddressLast.xsd スキーマをベースにした新しい XML ドキュメントを作成する。

· 要素の型を指定して、その要素に対応するコンテンツモデルを検証に利用できるようにする

· 要素と属性を挿入し、グリッドビューならびにテキストビューにてインテリジェント入力ヘルパーを使ってコンテンツを挿入する

· XMLSpy から Microsoft Excel に XML データをコピーする；MS Excel でデータを修正し、そのデータを MS Excel から 

XMLSpy にコピーしなおす。この機能はグリッドビューにあるテーブルの表示で使用できます。 

· データベース/テーブルビューの並べ替え機能を使用して XML 要素の並べ替えを行う。

· XML ドキュメントを検証する。

· ３桁の内線番号に対応するためにスキーマの修正を行う。

このセクションで使用されるコマンド

このセクションでは主にグリッドビューならびにテキストビュー、そして一部スキーマビューを使用します。以下のコマンドが使われます：

ファイル | 新規作成 新しい種類のXMLファイルを作成します。

表示 | テキストビュー テキストビューに切り替えます。 

表示 | グリッドビュー 拡張グリッドビューに切り替えます。

XML | テーブル | テーブルとして表示 １つの要素型の複数の出現をフラットなテーブルで表示します。こ

のビューはデータベース/テーブルビュー（または単純にテーブルビュー）といいます。アイコンはグリッドビューで一

般的なビューとテーブルビューを切り替えるために使用されます。

F7。整形式のチェックを行います。

F8。割り当てられた DTD またはスキーマに対してXMLドキュメントの検証を行います。

割り当てられた DTD またはスキーマファイルを開きます。

5.1 新規 XML ファイルの作成

XMLSpy にて新しい XML ファイルを作成する際、スキーマ（DTD または XML スキーマ）をベースにしたものにするかどうか決定することが

できます。このセクションでは、既に作成した AddressLast.xsd スキーマをベースにした新しいファイルを作成します。 

新しい XML ファイルを作成する方法：

1. メニューオプション [ファイル | 新規作成]を選択します。新規ドキュメントを作成ダイアログが開かれます。
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2. ダイアログから Extensible Markup 言語  エントリ (ジェネリックな XML ドキュメントエントリ) を選択し、「OK」 で確定しま

す。ポップアップが表示され、XML ドキュメントのベースに DTD またはスキーマを使用するか尋ねられます。

3. スキーマラジオボタンをクリックし、「OK」 で確定します。次のダイアログが表示され、XML ドキュメントのベースとなるスキーマファイ

ルを選ぶように促されます。

4. 参照もしくはウィンドウボタンを使用して、スキーマファイルを見つけます。ウィンドウボタンを使うことで XMLSpy にある全てのファイ

ルとプロジェクトを閲覧することができます。AddressLast.xsd を選択し（チュートリアルのイントロダクション を参照くださ

い）、「OK」 により確定します。スキーマで定義された要素を含む XML ドキュメントがメインウィンドウで開かれます。

5. グリッドタブをクリックしてグリッドビューを選択します。

6. グリッドビューに表示されるドキュメントの構造に注目してください。要素をクリックして選択範囲を狭めてください。ドキュメントは以

下のように表示されます:

5



50 XMLSpy チュートリアル XML ドキュメント

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova XMLSpy 2021 Enterprise Edition

7. Address の横にある  アイコンをクリックして、Address の子要素を表示します。ドキュメントは以下のようになるはずです。ド

キュメントは以下のように表示されます:

8. メニューオプション [ファイル | 保存] を選択して Tutorial フォルダー内に保存します。XML ドキュメントに適切な名前を与え

ます (例えば、 CompanyFirst.xml)。Tutorial フォルダー内にも既に CompanyFirst.xml ファイルがあることに注意

してください。作成したファイルを保存する前に、そちらのファイルの名前を変更する必要があるかも知れません。

5.2 要素の型の指定

Address の子要素はグローバル複合型 AddressType として定義されています（XML スキーマ AddressLast.xsd 内で定義され

ているスキーマビューのコンテンツモデルが以下のスクリーンショットでは示されます）。

しかしここでは一般的な住所の型よりも、US または UK の住所を使用します。AddressLast.xsd スキーマで US-Address と UK-

Address というグローバル複合型を作成したのを覚えているでしょうか？US-Address のコンテンツモデルを以下に示します。
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XML ドキュメントにて Address 要素が（一般的な AddressType 型ではなく）拡張された Address 型（US-Address か UK-

Address）の要件を満たすためには、必要な複合型を Address 要素の属性として指定しなければなりません。

Address 要素のこの属性を次のように追加します: follows:

1. XML ドキュメント内で Name 要素を右クリックして [前に挿入] をコンテキストメニューから選択します (下のスクリーンショット参

照)。

2. new_elem という名前の新規の要素ノードが Name 要素の上に追加されます (下のスクリーンショットを参照してください)。ノ

ード名の左側の要素の型をクリックすると表示されるメニューから (下のスクリーンショット)  Attribute ノード型を選択します。ノー

ド型は Attribute ノード型に変更されますが名前は new_elem のままです。
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3. ノード名をダブルクリックして、表示される入力ヘルパーから xsi:type を選択します。

4. 属性の値フィールドに移動するために Tab キーを押します。使用可能な xsi:type 値を含むポップアップが表示されます (下

のスクリーンショット参照)。 これらの値はスキーマ内の Address 要素のために定義された複合型です。

5. US-Address を xsi:type 属性の値として選択します。

メモ: xsi:  プレフィックスを使うことで XML ドキュメントインスタンスに関連した特別な XML スキーマを使えるようになります。スキーマ

を XML ファイルに関連付けたときに xsi:  プレフィックスの名前空間が、自動的にドキュメントに追加されたことに注目してくださ

い。上の場合は Address 要素の型を指定しました。さらに詳しい情報については XML スキーマの仕様（英文）を参照くだ

さい。

5.3 グリッドビューを使ったデータの入力

XML ドキュメントにデータを入力することができます。データの入力を行うには：

 

1. Name の値フィールドをダブルクリックし（または矢印キーを使い）、US dependency と入力し、「Enter」 により確定します。

http://www.w3.org/TR/2001/REC-xmlschema-0-20010502/
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2. 同様の方法で、Street と City にも値を入力します（例えば Noble Ave と Dallas）。

3. Person 要素をクリックし、「Delete」 キーを押下して Person 要素を削除します（次のセクションで追加し直します）。この作

業が終わると、Address 要素全てがハイライトされます。

4. Address 要素の子要素をクリックして、それ以外の Address の子要素が選択されていない状態にします。XML ドキュメント

は以下のようになっているはずです：

5.4 テキストビューを使ったデータの入力

テキストビューには XML ファイルの実際のデータとマークアップを簡単にフォローできる構造的なレイアウトとスキーマに関連したインテリジェント

な編集機能が搭載されています。

ドキュメントのレイアウト

テキストビューのドキュメントのレイアウトは2つの場所で定義されています:

整形出力オプション

これらの設定はオプションダイアログの整形出力設定内にあります (下のスクリーンショット)。オプションを設定すると、下のプレビューペインです

ぐに効果を確認することができます。整形出力を必要に応じてセットアップします。テキストビュー内で編集中に特にテキストのブロックをコピー

して貼り付けるとドキュメントのレイアウトが非構造化されてきていることに気が付きます。整頓され構造されているレイアウトが必要な場合

[編集 | 整形出力] コマンドをクリックします。
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テキストビューの設定

テキストビュー設定ダイアログ (下のスクリーンショット) は追加レイアウトオプションだけでなく行番号やマージンの折りたたみなどテキストビュー

機能のオン/オフを切り替える機能を提供します。[表示 | テキストビュー設定] コマンドを使用してテキストビュー設定ダイアログにアクセスし

ます。

下のスクリーンショットは上のダイアログ内の設定に従いオンに切り替えられているテキストビュー内の現在の XML ファイルを表示しています。 
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左側には3つのマージンが存在します:  (i) 行番号マージン (ii) (2つの青いブックマークが含まれている)ブックマークマージン、および (iii)

(XML 要素の表示を展開し折りたたむことを許可する)ソースの折りたたみマージン。インデントガイドは同じ階層レベルでタグのインデントを表

示する薄い灰色の垂直線です。更に資格補助はオンとオフに切り替え可能な行末マーカーと空白マーカーです 視覚補助 ペイン (上のスク

リーンショット参照)。 

メモ: テキストビューに関連した印刷およびブックマークに機能はこのチュートリアルの テキストビューの設定 のセクションで説明されて

います。

テキストビューでの編集

テキストビューに表示される以下の余白（マージン）の有効/無効を設定することができます。 

メモ: 編集中の検証 機能はデフォルトでオンに切り替えられるため、編集中に生成された検証エラーはメッセージウィンドウにエラーメッセ

ージとしてすぐにフラグされます。これらのエラーとメッセージを今の時点では無視してください。バックグラウンドでの検証を必要としな

い場合、編集中の検証 をオプションダイアログの検証設定内でオフに切り替えてください。これを行う場合、ドキュメントをいつでも

検証できることに注意してください (このチュートリアルの次のセクション で説明されています)。

以下を行います:

1. メニューオプションの「表示 | テキストビュー」を選択するか、テキストタブをクリックします。これで XML ドキュメントがテキストの形

で構文カラー強調表示と共に表示されます。

2. テキストカーソルを Address 要素の終了タグの直後に移動させ、「Enter」 を押して新しい行を追加します。

3. この位置で小なりかっこ < を入力します。（スキーマの定義により）この位置で許されている全ての要素がポップアップで表示されま

す。この位置では Person 要素だけが許されているので、それだけが表示されます。

4. Person エントリを選択します。Person 要素が Manager 属性と共に挿入され、Manager 属性の値フィールドの内部にカ

ーソルが移動します。

5. Manager 属性のポップアップから true を選択します。 

12
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6. カーソルを行末に移動し（例えば 「End」 キーを使うことができます）、スペースバーを押します。新しいポップアップが開かれ、この

位置で許されている属性のリストが表示されます。同様に、属性入力ヘルパーにて使用することのできる属性が赤色で表示されま

す。Manager 属性はグレーになっていますが、それはその属性が既に使われたためです。

7. [Degree] を下向きの矢印を使用して選択し [Enter]を押します。これでまた別のポップアップが表示され、既に定義された列

挙 （BA、 MA、 または PhD）から選択を行うことができます。(列挙は XML スキーマにより許可されている値です。)

8. 矢印キーを使って BA を選択し、「Enter」 で確定します。さらにカーソルを（「End」 キーを使うなどして）行末に移動し、スペー

スバーを押します。今度はManager と Degree が属性入力ヘルパーでグレーになります。

9. Programmer を下向きの矢印を使用して選択し [Enter]を押します。

10. 文字 "f" を入力し、[Enter]を押します。

11. (End キーを使用して) カーソルを行末まで移動し、大なり記号 > を入力します。XMLSpy が Person に必要な子要素を自

動的に挿入します（省略可能な Title 要素が挿入されていないことに注目してください）。全ての要素には開始と終了タグがあ

りますが、コンテンツはありません。
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これでテキストビューにて Person にデータを入力することができますが、グリッドビューに移動して、ドキュメントの編集時にどれだけ簡単に

ビューを変更できるか見てみましょう。

グリッドビューへ切り替え

グリッドビューへ変更するには、メニューオプションの「表示 | 拡張グリッドビュー」 を選択するか、「グリッド」 タグをクリックします。新たに加え

られた Person の子要素がどのように表示されているか確認してください。

それでは、ドキュメントの検証を行い、見つかったエラーを修正していきましょう。

5.5 ドキュメントの検証

XMLSpy では XML ドキュメントを 2 つの方法でチェックできます：

· 整形式のチェック

· 検証のチェック

整形式のチェック
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XML 検証

編集中の検証 機能はデフォルトでオンに切り替えられるため、編集中に生成された検証エラーはメッセージウィンドウにエラーメッセージとして

すぐにフラグされます。バックグラウンドでの検証を必要としない場合、編集中の検証 をオプションダイアログの検証設定内でオフに切り替えて

ください。これを行う場合 XML メニュー内で対応するコマンドを呼び出して整形式チェックと検証チェックを個別にいつでも行えることに注意し

てください。チュートリアルの一部でこれらのチェックを行う方法が説明されています。

整形式チェック

開始タグと終了タグがマッチし、要素が正しくネストされ、間違った文字があったり必要な文字（例えばセミコロンの無いエンティティなど）がな

かったりしなければ、その XML ドキュメントは整形式であると言います。全ての編集ビューで整形式をチェックすることができます。ドキュメント

を以下のようにチェックします:

1. テキストビューを選択します。

2. メニューオプション [XML | 整形式のチェック] または F7 キーをチェックします。(またはツールバー内のコマンドアイコンをクリックす

ることができます。)メインウィンドウの下にあるメッセージウィンドウにドキュメントは整形式であるというメッセージが表示されます。

メッセージウィンドウの出力には９つのタブがあることに注目してください。評価された結果の出力はアクティブなタブに対して行われます。従っ

て、タブ１で整形式のチェックをしておきながら、タブ２に移ることができます。タブを切り替えない場合、新しい結果がアクティブなタブの前の結果

を上書きします。

メモ： このチェックではスキーマとの整合性を考慮した XML の構造はチェックされません。スキーマとの整合性の評価は妥当性チェックに

て行われます。

妥当性のチェック

ドキュメント構造とスキーマ内のドキュメントコンテンツに準拠する XML ドキュメントはスキーマに対して妥当です。編集ビューで妥当性を

チェックすることができます。ドキュメントを以下のように検証します:

1. グリッドビューを選択します。

2. メニューオプション [XML | 検証] または F8 キーをチェックします。(またはツールバー内のコマンドアイコンをクリックすることができま

す。)メッセージウィンドウにファイルが妥当でないことを示すエラーメッセージが表示されます。Address 内の City 要素の後に必

須要素が期待されます。(xsi:type 属性を介してこの Address 要素を設定する) スキーマをチェックすると US-Address

複合型 は City 要素に Zip 要素と State 要素が続く必要のあるコンテンツモデルを持ちます。

無効なドキュメントの修正

ドキュメントが無効になる個所がスマートフィックスと共に赤色でハイライトされます。この場合の無効な要素は Address 要素です。スマート

フィックスアイコンを使用するとポップアップが表示されます:  同じコンテンツを持つ不足する要素 <Zip> を追加します。スキーマをチェックす

ると Address/City 要素が必須要素 Zip が後に続くことが必要なことに気が付きます。これをダブルクリックするには City 要素を選択

して、兄弟入力ヘルパーを確認します。Zip 要素が現在のコンテキスト内で要素が必須なことを示す感嘆符と共にプレフィックスされているこ

とに気が付きます。 
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スマートフィックスをクリックします (上のスクリーンショット参照)。Zip 要素が追加され、要素を有効にするサンプルコンテンツが含まれていま

す。正確な Zip コードを入力します ( 例えば Dallas のために 04812 を入力します)。兄弟入力ヘルパーを確認します。State 要素が

必須であることが表示されています (感嘆符と共に表示されています)。State 要素を選択すると有効化されているため入力ヘルパーオプ

ションが使用可能になります (下のスクリーンショット参照)。これらは State 要素を(Cityである) メインウィンドウ内で現在選択されてい

る 要素の後に入力する、または City のすべての兄弟の後に State を付加するアクションです。

この場合、両方のアクションは同じ効果を持つため、2つのアクションのどちらかを選択します。State 要素が City の後に追加されます。

State のコンテンツフィールドの内部をダブルクリックし州の名前 Texas を入力します(下のスクリーンショット)。兄弟入力ヘルパーには追

加する必須要素がもう存在しないことを示す灰色表示された要素のみが含まれていることに注意してください。
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ドキュメントを完成させ、再度検証する

それでは(再度検証を行う前に Person 要素の情報を入力し)ドキュメントを完成させましょう。 

以下を行います:

1. First 要素をクリックして、名前（例えば Fred）を入力し、「Enter」 で確定します。

2. 同様の方法で Person の子要素全て（Last、PhoneExt、および Email）のデータを入力してください。Tab キーを使用して

セルを前進むことができます。（スキーマ内で許可されている PhoneExt 値である） PhoneExt の値は99 以下の整数でなけれ

ばならないことに注意してください。XML ドキュメントはグリッドビューで以下のようになっているはずです:
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3.  を再度クリックして、ドキュメントが妥当かどうかのチェックを行ってください。メッセージウィンドウにファイルが妥当であると言うメッ

セージが表示されます。XML はスキーマに対して妥当です。

4. [ファイル | 保存]を使用してファイルを保存します。

メモ： 保存する際にXMLドキュメントが妥当である必要はありません。不正なドキュメントを保存しようとすると、その旨の警告が表示され

ます。無効のままの状態で保存したいのであれば、そのまま保存を選択することができます。

5.6 要素と属性の追加

この段階ではドキュメント内に Person 要素は１つしかありません。 

新しい Person 要素を追加するには以下を行います:

1. Address 要素の左にあるグレーのサイドバーをクリックして Address 要素を折りたたみます。これによりビュー内でのスペースを

整頓することができます。

2. グリッドビューの Person 要素をクリックして Person 要素全体を選択します。要素入力ヘルパーの 「追加」 タブにて Person

要素が使えるようになっていることに注目してください。
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3. 兄弟入力ヘルパー内の Person 要素を選択して 後に挿入 または 付加をクリックします。新規の Person 要素が付加されま

す (下のスクリーンショット)。

4. Person 要素が選択されていると、子入力ヘルパー内で、この要素で使用可能な子属性と要素を確認することができます。属性

と要素をダブルクリックして最初の Person 要素として同じ子ノードを追加します。Person 要素から追加された子要素にメイン

ウィンドウ内のフォーカスが変更されると Person 要素の追加の子を以下の2つの方法の1つを使用して追加することができます:

(i) Person 要素 (を選択し) 子入力ヘルパーから新規の子を追加してフォーカスを切り替える (ii) 追加された子要素のフォーカ

スを使用して、兄弟入力ヘルパーから兄弟子要素を追加する。両方の入力ヘルパーで既に追加済みの Person の子ノードが

灰色表示されます。
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Person 要素の子ノードのために標準のグリッドビューでコンテンツを追加することができますが、 Person などの複数の発生があ

る構造を編集するために適切なグリッドビューのテーブル表示に切り替えることにしましょう。

5.7 データベース/テーブルビューでの編集

グリッドビューの中には複数回出現する要素の編集に適したテーブルの表示という特別なビューが存在します。例えば Person 要素には複

数の発生があり (下のスクリーンショット) これをテーブルとして表示することができます。このような要素をテーブルとして表示するためには要素

の最初の発生の テーブルの表示 アイコンをクリックします。例えば、下のスクリーンショット内では Person 要素の テーブルの表示 アイコン

は緑色の丸枠で表示されています。(または、メニューコマンド XML | テーブルとして表示 またはグリッドビューツールバーのコマンドのツール

バーアイコンをクリックします。)



64 XMLSpy チュートリアル XML ドキュメント

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova XMLSpy 2021 Enterprise Edition

テーブルの表示アイコンをクリックするとPerson 要素がテーブルとして表示されます。テーブルの表示では、要素(とその属性と要素) の子ノー

ドが列として表示されていますが、それぞれの Person 要素は行として表示されています (下のスクリーンショットを参照)。

テーブルの表示の利点

テーブルの表示には以下の利点があります:

· それぞれに対応する列全体にポジションを変更するために列ヘッダーをドラッグアンドドロップすることができます。実際の XML ド

キュメント内では、これは(テーブルの行に対応する)すべての要素の発生の子ノードの対応する位置の変更に反映されます。

· テーブルとこれに関連した要素の発生は列のコンテンツに従い (昇順および降順に) 並べ替えることができます。メニューコマンド

[XML | 昇順に並べ替え] または [降順に並べ替え] を使用します。

· 追加行 (要素の発生) を追加することが可能になります。または XML メニュー内のコマンドを使用して素早く挿入することもでき

ます。この利点は新規の要素が追加されるだけでなく、テーブルの列により示されるその子全てが追加されます。

· Microsoft Excel などのサードパーティ製品へまたはサードパーティ製品から 構造化されたデータ コピーして貼り付けることが可

能になります。

· XMLSpy のインテリジェントな編集機能をテーブルの表示内で使用することができます。

複数の発生を持つ要素をテーブルとして表示する

Person 要素をテーブルとして表示するには、以下を行います:

1. Person 要素の最初の発生の テーブルの表示 アイコンを上記の通りクリックします。

2. メニューオプション [XML | 最適な幅] を選択して、またはグリッドビューツールバー内の 最適な幅 アイコンをクリックします。

メモ: テーブル表示は複数の発生を持つすべての要素のためにオン/オフに切り替えることができます。しかしながら、テーブルとして表示さ

れている子要素はテーブルとして表示され続けます。
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テーブルの表示内にコンテンツを入力する方法

2番目の Person 要素にコンテンツを挿入するには、2番目の行内のテーブルセルのそれぞれをダブルクリックして、データを入力します。(例

えば、ブール値コンテンツと Degree 属性の列挙)などのドロップダウンリストからのオプションを選択できるように、テーブルのセル内でもインテリ

ジェントな機能は有効化されています。

動的な検証

スキーマ内で定義済みの通り PhoneExt はファイルが妥当であるために 0 から 99 の整数である必要があります。XMLSpy の関数をオン

に切り替えて編集中に検証することができます。オンに切り替えられると、ファイルはフォーカスが新しいノードに切り替えられる度に検証されま

す。動的な検証を以下のように試します:

1. メニューコマンド [XML | 編集時に検証]をオンに切り替えます。

2. (99 よりも大きな値)無効な PhoneExt 値をスクリーンショットで示されるように入力します。

3. 「タブ」 キーを押します。PhoneExt セル内にエラーアイコンとスマートフィックスアイコンが表示されます (下のスクリーンショット参

照)。

4. エラーアイコンにマウスをポイントして検証エラーメッセージを確認します (下のスクリーンショット)。

5. スマートフィックスアイコンをクリックするとスマートフィックスオプションが表示されます。無効な値が有効な値と置き換えられ、エラーフラ

グが消えます。

XML データをスプレッドシートアプリケーションへ、およびスプレッドシートからコピーする。

テーブルの表示の場合、MS Excel などのスプレッドシートアプリケーションと交換するためにデータをタブ区切りテキストとしてコピーすることが

できます。XML ファイルからデータをコピーする場合、 以下を行います:

1. Person 要素をクリックします (下のスクリーンショット参照)。これにより列ヘッダーとテーブルの行が選択されます。

2. 選択範囲内を右クリックして、表示されるコンテキストメニュー内でメニューコマンド [コピー | タブ区切りテキストとしてコピー]を選

択します。または [Ctrl+C] を押します。

3. Excel ワークシートに切り替えセル A1 を選択して XML データを張り付け (Ctrl+V) ます。データはテーブル表示内のテーブル

構造に対応する行として入力されます (下のスクリーンショット参照)。
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4. 下のスクリーンショットに示されるように Excel 内に新規の行を入力します。PhoneExt 要素のために (例えば、 444) 3桁の数

値を入力します。

5. 列ヘッダーを除いて(下のスクリーンショット内で緑色の枠で表示されている) Excel 内のテーブルデータをマークし [Ctrl+C]を

使用してコピーします。

6. XMLSpy 内で [XML | 編集中に検証] コマンドがオンに切り替えられていることを確認してください。

7. XMLSpy 内の XML ドキュメントのテーブルの表示で、最初の行の Manager セルを選択して、 [Ctrl+V] を使用してクリップ

ボードにコンテンツを張り付けます。テーブルは以下のスクリーンショットのようになります。

8. ブール値のための検証エラーが XML と Excel 間の大文字/小文字の区別により引き起こされています。これを修正するには、対

応するテーブルセルのスマートフィックスを適用してください。

列のコンテンツ上のテーブルを並べ替える方法 

テーブルの表示内のテーブルを全ての列上で昇順または降順に並べ替えることができます。姓 (last name) 上の Person テーブルを並べ

替えます。以下の手順を行ってください:

1. Last 列をヘッダーをクリックして選択します。

2. メニューオプション [XML | 昇順に並べ替え] を選択して、またはグリッドビューツールバー内の 昇順に並べ替え アイコンをクリッ

クします。列と列を含むテーブルがアルファベット順に並べ替えられます。列はハイライトされたままです。
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内線番号 444 は正しいですが、妥当ではないため XML スキーマを変更して数値が妥当になるようにします。これは次のセクショ

ンで行われます。

5.8 スキーマの修正

XML スキーマ内で定義されている範囲(0 から 99) の外部である内線番号が含まれているため、範囲を999 に広げます。方法は以下で

説明されているとおりです。

1. グリッドビュー内で PhoneExt セルを選択します (下のスクリーンショット)。

2. メニューオプション DTD/スキーマ | 定義に移動 を選択してグリッドビューツールバー内の 定義に移動 アイコンをクリックします。

関連付けされたスキーマ、この場合は AddressLast.xsd が開かれ PhoneExt 定義がハイライトされます (下のスクリーン

ショット)。

3. 要素の maxIncl ファセットは 99 です(スクリーンショット参照)。この値を 999 に編集し、スキーマを保存します。

4. XML ドキュメントに戻り検証します。妥当なドキュメントになります。

5. ファイルを CompanyLast.xml として保存します。

メモ:  XMLSpy のチュートリアルフォルダーにはこのチュートリアルを完了した時点で保存されるファイルと同じデータを含む

CompanyLast.xml という名前のファイルが含まれています。



68 XMLSpy チュートリアル XSLT 変換

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova XMLSpy 2021 Enterprise Edition

6 XSLT 変換

目的

XML ファイルを変換する XSL スタイルシートを使って XML ファイルから HTML ファイルを生成します。変換と言いますが、XML ファイルを

変更するのではなく、新しいファイルが作成されます。「変換」 という単語は慣例的な表現です。

方法

変換を行うために必要な方法は以下の通りです：

· 既に定義された XSL ファイル、 Company.xsl を XML ドキュメントに割り当てます。

· XMLSpy のインターフェースにある２つの Altova XSLT 内蔵エンジンのうち１つを使用して変換を実行します（下記参照）。

このセクションで使用されるコマンド

以下の  XMLSpy コマンドがこのセクションでは使用されます：

「XSL/XQuery | XSLの割り当て」： アクティブな XML ドキュメントに XSL ファイルを割り当てます。

「XSL/XQuery | XSLへ移動」 ： XML ドキュメントにより参照されている XSL ファイルを開きます。

「XSL/XQuery | XSL変換 (F10)」 、または対応するツールバーアイコン： アクティブな XML ドキュメントを

その XML ファイルに割り当てられた XSL スタイルシートを使って変換します。XSL ファイルがまだ割り当てられてい

ない場合、割り当てを行うプロンプトが表示されます。

注意: XMLSpy は 1.0、2.0、 および 3.0 XSLT エンジンを搭載しています。正しいエンジンは xsl:stylesheet か

xsl:transform 要素のバージョン情報をもとに、XMLSpy により自動的に選択されます。このチュートリアルの変換では、

XSLT  3.0  スタイルシートが使用されます。XSL 変換 コマンドが起動されたときには、変換のための XSLT  3.0  エンジンが自

動的に選択されます。

6.1 XSLT ファイルの割り当て

CompanyLast.xml ファイルに XSLT ファイルを割り当てるには：:

 

1. メインウィンドウの CompanyLast.xml タブをクリックして CompanyLast.xml をアクティブにし、テキストビューに切り替えま

す。

2. メニューオプションの 「XSL/XQuery | XSLの割り当て」 を選択します。

3. 「参照」 ボタンをクリックして、Tutorial フォルダーから Company.xsl ファイルを選択します。XML ドキュメント内でパスを相対

的にするためにダイアログ内で、オプション CompanyLast.xml Mに対してパスを相対的にする  を有効化します。
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4. 「OK」 をクリックして XSL ファイルを XML ドキュメントに割り当てます。

5. グリッドビューに切り替えて割り当てを確認します（下のスクリーンショットを参照）。XSL ファイルを参照する XML-スタイルシート処

理命令が XML ドキュメントに挿入されます。CompanyLast.xml に対しする相対パスにする チェックボックスが有効化され

ている場合、パスは相対的になります。(スクリーンショットで表示されている通り)それ以外の場合はパスは絶対パスになります。 

6.2 XMLファイルの変換

割り当てられた XSL ファイルを使用して XML ドキュメントを変換する方法:

1. XML ファイルがアクティブなドキュメントになっていることを確認します。

2. メニューオプションから 「XSL/XQuery | XSL変換 (F10)」 を選択するかコマンドのアイコンをクリックします。この操作により

XML ドキュメントで参照されている XSLT スタイルシートを使用した変換が開始されます出力ドキュメントはブラウザービューに表

示されます。このドキュメントには XSL Output.html という名前が付けられています。HTML ドキュメントは

Company/Address データは左側で単一のブロックで、 Company/Person データはテーブルの書式で表示されています。
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メモ: Company.xslt ファイルは XSLT 3.0 ドキュメントであるためビルトイン Altova XSLT 3.0 Engine が変換のために自動的

に選択されます。HTML 出力ファイルが生成されない場合  オプションダイアログ (「ツール | オプション) のXSL」セクションで出力

ファイルのデフォルトのファイル拡張子が .htmlに設定されていることを確認してください。これによりブラウザーが出力ドキュメントを

正確にファイルと読み取ることを保証することができます。

6.3 XSLファイルの修正

XSL ドキュメントを修正することで、出力ファイルを変更することができます。例えば、HTML 出力のテーブルの背景色を #ccccff から

#99cc99 に変更してみましょう。以下の手順を行ってください:

1. CompanyLast.xml タブをクリックしてドキュメントをアクティブにします。

2. メニューオプションから 「「XSL/XQuery | XSLへ移動」 を選びます。このコマンドで XML ドキュメントにより参照されている

Company.xslt ファイルが開かれます。

3. (下のスクリーンショットでハイライトされている) table 要素と要素の bgcolor 属性の開始タグを検索します。属性の値を 

#ccccff から #99cc99に変更します。
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4. メニューオプション 「ファイル | 保存」 を選択して変更を保存します。

5. CompanyLast.xml タブをクリックして XML ファイルをアクティブにします。

6. メニューコマンド [XSL/XQuery | XSL 変換]を実行する。または、[F10]を押します。新しい背景色で表示される新しい XSL

Output.html ファイルが のブラウザービューに表示されます(下のスクリーンショット参照)。

7. メニューオプションから 「ファイル | 保存」 を選択し、Company.html という名前でドキュメントを保存します。
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7 プロジェクト管理

このセクションでは XMLSpy のプロジェクト管理機能を紹介します。XML ファイルをプロジェクトにより管理する利点を学習した後、作成し

たファイルを簡単なプロジェクトで管理することにします。

7.1 プロジェクトの利点

XML ファイルをプロジェクトにより管理すると以下のような利点があります。

· ファイルを共通の条件に基づきフォルダーにグループ分けすることができます。例えば、XML ファイルと XSD ファイルを個別のフォル

ダーにグループ分けすることができます。希望する階層を作成することができます。

· 各フォルダーには設定可能な特定のプロパティが存在します。例えば、 XML ファイルのフォルダーを検証のためにスキーマに割り当

てることができます。このプロジェクトフォルダー内のすべてのファイルをフォルダーのスキーマファイルに対してバッチで検証することができ

ます。プロジェクトフォルダーのスキーマ割り当てを変更すると、新規のバッチ検証を素早く実行することができます。単一の XSLT

を使用するバッチ変換のための XSLT ファイルなど他の役に立つフォルダープロパティの一部を設定することができます。

· フォルダーまたはプロジェクト全体に対してバッチ処理を行うことができます。

· DTD または XML スキーマを指定したフォルダーに割り当て、フォルダー内のファイルに対して検証を行うことができます。

· XSLT ファイルを指定したフォルダーに割り当て、割り当てた XSLT を使ってそのフォルダー内にある XML ファイルの変換を行うこ

とができます。

· フォルダー全体のために XSL 変換の出力ファイルの変換先を指定することができます。

上のプロジェクト設定は、全てメニューオプションの 「プロジェクト | プロパティ」 にて行うことができます。プロジェクトコマンドはプロジェクトと個

別のプロジェクトフォルダーのコンテキストメニュー内で使用することができます。次のセクションでは、プロジェクトメニューを使ってプロジェクトを作

成します。

更に、次の高度なプロジェクト機能を使用することができます:

· XML ファイルを [プロジェクト | ソース管理 | ソース管理に追加]を使用してソースコントロール下で管理することができます。詳

細に関しては ソース管理セクション を参照してください。

· ネットワーク上の外部フォルダー でもweb フォルダー をプロジェクトに追加することができます。これにより検証と変換などプロジェクト

フォルダーのすべての機能がネットワークまたはインターネット上のフォルダーに適用されることが許可されます。

7.2 プロジェクトの作成

これまでの過程で、メインウィンドウ内には様々なファイルが開かれているはずです。これらのファイルをチュートリアルプロジェクトの中にまとめるこ

とができます。まずは新しいプロジェクトを作成し、その後チュートリアルのファイルを対応するプロジェクトのサブフォルダーに追加していきます。

新規のプロジェクトの作成

新規のプロジェクトを以下のように作成します:

1. メニューオプション [プロジェクト | 新規のプロジェクト]を選択します。新しいプロジェクト という名前の新しいプロジェクトがプロジェ

クトウィンドウに作成されます(下のスクリーンショット参照)。新しいプロジェクトには典型的な XML ファイルのカテゴリフォルダーが

作成されます。
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2. CompanyLast.xml タブをクリックし、メインウィンドウの CompanyLast.xml ファイルをアクティブにします。

3. メニューオプションから 「プロジェクト | プロジェクトにアクティブならびに関係するファイルを追加」 を選択します。2つのファイルが

プロジェクトに追加されます:  CompanyLast.xml と AddressLast.xsd。アクティブなファイルなため XML ファイルは XML

サブフォルダーに追加されますXML ファイルに含まれ間連するファイルになるためスキーマファイルは DTD/スキーマ フォルダーに追

加されます。処理命令で参照されるファイル（例えば XSLT ファイル）は関係するファイルとは見なされないことに注意してください。

4. メニューオプションから 「プロジェクト | プロジェクトを保存」 を選択します。プロジェクトを Tutorial という名前で保存します。

メモ: フォルダー (プロジェクトではなく) フォルダーはそれぞれ ファイル拡張子という名前のプロパティを持ちます。これはセミコロンで区切ら

れたファイルの拡張子のリストです (例えば、 xml;svg;wml)。このリストはファイルがプロジェクトに追加される際どのファイルがど

のプロジェクトに追加されるかを決定します。例えば、上で行われているようにアクティで関連のあるファイルがプロジェクトに追加され

ると、フォルダーの ファイル拡張子 プロパティがどのフォルダーに追加されたファイルが配置されるかを決定します。

プロジェクトとフォルダープロパティ

(検証のためのスキーマと変換のための XSLT など) プロパティをプロジェクト全体だけでなく、個別のフォルダーのために設定することができま

す。プロジェクト全体または個別のフォルダーのために検証と変換などのアクションを実行することができます。アクションを実行するには、プロジェ

クトまたはフォルダーを右クリックして、表示されるコンテキストメニューから実行するアクションを選択します。

以下の点に注意してください:

· フォルダーで設定されたプロパティはプロジェクトの同じプロパティをオーバーライドします。

· プロパティがプロジェクトで設定されている場合、同じプロパティが設定されていないすべてのフォルダーに適用されます。

· プロジェクトでアクションが実行されると、プロジェクトの全てのフォルダー内の全ての適用可能なファイル型に適用されます。例えば、

検証がプロジェクトで実行さえる場合、検証はプロジェクトの全てのフォルダー内の全ての XML ファイルで実行されます。この場

合、プロジェクトのために設定されたスキーマは他のスキーマにスキーマ検証プロパティが設定されているフォルダー内の XML ファイル

以外のすべての検証のために使用されます。

プロジェクトにファイルを追加する

プロジェクトには他のファイルを追加することもできます。以下の手順を行ってください:

1. CompanyLast.xml以外の開かれている任意の XML ファイル（.xml の拡張子がついたファイル）を選択して、アクティブにしま

す（XML ファイルが他に開かれていない場合は、XML ファイルを開くか作成してください）。(他の XML ファイルが開かれていない

場合、ファイルを開くか新規の XML ファイルを作成してください。 )

2. メニューオプションから 「プロジェクト | プロジェクトにアクティブなファイルを追加」 を選択します。その .xml ファイルの種類をもと

に、XML ファイルがプロジェクトの XML ファイル フォルダーに追加されます。

3. 同様に、HTML ファイルと XSD ファイル（例えば Company.html と AddressFirst.xsd ファイル）をプロジェクトに追加し

ます。これらのファイルはそれぞれ HTML ファイル フォルダーと DTD/スキーマ フォルダーに追加されます。

4. メニューオプションの 「プロジェクト | プロジェクトを保存」 を選択するか、プロジェクトウィンドウ内のファイルまたはフォルダーを選択

し、ツールバーの保存アイコン（または 「ファイル | 保存」）をクリックしてプロジェクトを保存します。
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メモ: プロジェクトフォルダーを右クリックして「アクティブなファイルを追加」を選択することで、そのフォルダーにアクティブなファイルを追加す

ることができます。

その他の役に立つコマンド

その他にも良く使われる以下のプロジェクトコマンドがあります：

· 新しいフォルダーをプロジェクトに保存するには、「プロジェクト | プロジェクトにプロジェクトフォルダーを追加」 を選択して、プロ

ジェクトフォルダーの名前を入力します。

· プロジェクトのフォルダーを削除するには、フォルダーを右クリックして、コンテキストメニューから 「削除」  を選択します。

· プロジェクトのファイルを削除するには、ファイルを右クリックして 「削除」 キーを押下します。
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8 おしまい

ここまでくれば、おめでとう。そしてありがとう！

このチュートリアルは XMLSpy の基本を学習するのに役立ったでしょうか？より詳しい情報を知りたいときには、オンラインヘルプを参照する

か、XMLSpy アプリケーションフォルダーにある PDF 版のチュートリアル（ Tutorial.pdf ）を印刷してください。
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